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研究論文  
留学生のキャリア形成プロセスとは
何か 
―TEM 及び TLMG による可視化を通じて― 
山本 晋也 
要 旨 
本研究は、日本国内での就職を経験した（元）留学生サリーの語りを取り上げ、
1）留学から就職に至るまでの経験や葛藤、2）経験や葛藤を通じた価値観の変容の
2 点について調査したものである。調査の結果、サリーには「自己認識」「日本語」
「対人関係」の捉え方に関する大きな変容が見られ、留学開始前の受身的なアイデ
ンティティを脱構築し、自分の芯を持ち挑戦を続ける「主体的な自己のあり方」を
形成していく様子が明らかになった。以上を踏まえて、本研究では 1）ライフキャ
リアの視点に基づく主体的な自己の形成を教育の目的とすること、2）キャリア支
援の実践を社会に開いていくことの意義、について検討した。 
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1．留学生の就職につながるキャリア支援の現状から 
近年、日本社会の深刻な労働力不足を背景に、日本国内の大学・大学院を卒業（修了）
した留学生の就職、及び就職を契機とする長期定住の促進が、重要な社会課題となってい
る。法務省入国管理局（2018）によれば、2018 年に日本国内での就職を目的に在留資格
の変更を行った総数の内訳は、大学卒が 45.5％、大学院卒が 24.4％と、高等教育機関を卒
業（修了）した留学生が全体のおよそ 7 割を占めている 1ことが分かる。少子高齢化に伴
う入学者減少に悩む多くの大学（大学院）にとっては、留学生の受け入れと共に送り出し
を含めた長期的なキャリア支援体制の構築が急務となっている。 
一方で、特に日本語教育分野における留学生のキャリア支援を巡る現状について、関係
者間の意識と実態における様々な「ずれ」が指摘されている。寅丸・江森・佐藤・重信・
松本・家根橋（2018）は、過熱化する各種教育機関のキャリア支援の実態に対して、言語
教育者各自の実践への向き合い方やキャリアの捉え方は様々であり、また、支援の対象と
飾りやヘッダーは後から印刷業者が入れます。テンプレートの余白を
変更・削除しないでください。 
論文の種類（研究論文・展望論文・研究ノート）は入力してください。 
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なる留学生も、留学動機や学習環境など各自の背景によってキャリア意識が大きく異なっ
ているという「ずれ」を問題視する。そして、就職・進学対策に偏りがちなキャリア支援
の現状に対し、言語教育はライフキャリア形成の視点から留学生個人の自己実現・自己形
成を支える教育に注力すべきであることを主張する。 
留学生の日本企業への就職に関して、経済産業省（2015）が実施した「外国人留学生の
就職及び定着状況に関する調査」の結果では、就職活動において企業が留学生に改善を求
める点として「日本語能力が不十分である」が 38.9％と最も高く、「日本企業における働
き方への理解が不十分である」が 36.9％と続いている。一方、留学生が日本での就職活動
に関して困難に感じている点としては、そもそも「外国人留学生の就職が少ない」が 38.5％
と最も高く、次いで「日本の就職活動の仕組みが分からない」が 33.8％、「日本語による
適性試験や能力試験が難しい」が 32.2％と上位に挙げられている。この結果について、山
本（2018）2は「日本語・日本文化への習熟に加え日本での『就職』そのものに対する理解
の深まりを期待する企業側と、日本語や就職活動の仕組み自体の理解に困難を感じている
留学生との間に『すれ違い』とも言うべき現状」（p. 46）が生じている点を指摘している。
そして、このすれ違いをいかに埋めていくかが、日本語教育を含む留学生のキャリア支援
のあり方を考えていくうえでの課題であると述べる。 
「キャリア」という用語は、ワークキャリアに代表される職歴・職能という意味合いで用
いられることが多く、日本語教育における留学生のキャリア支援に関する研究も、日本企
業で流通する日本語・企業文化の可視化や、その理解促進を目指す研究が主流となってい
る。しかし、文部科学省（2004）が「キャリア教育の推進に関する総合的調査協力者会議
報告書」において、「個々人が生涯にわたって遂行する様々な立場や役割の連鎖およびその
過程における自己と働くこととの価値付けや価値付けの累積」（p. 47）としてキャリアを
定義したように、キャリア概念自体は人の人生と深く関わり、働くことや生きることに関
する価値観の変容と共に捉えられるべきものであると考えられる。前述の調査研究におい
て指摘された留学生のキャリア支援を巡る意識と実態の「ずれ」や「すれ違い」の解消に
向けては、例えば企業側の対策として、留学生を対象とした企業説明会の実施や各種教育
機関との連携が積極的に進められている。また、キャリア支援を標榜する教育の現場にお
いても、企業関係者を教室に招き、留学生と企業との直接的な対話の場を設ける取り組み
などが実施されている。このように、留学生と企業を結ぶネットワーク構築の取り組みが
進められる一方で、多様化する留学生のキャリア意識が、留学生活との関わりにおいてい
かに育まれたのかを長期的な視点から探ろうとする研究は非常に数少ない。 
そこで本研究では、日本での就職につながる留学生のキャリアを「ワーク（職業）とラ
イフ（人生）の両面から、他者や環境との関わりにおいて主観的に形成される自己のあり
方」（山本 2018：45）として捉え、その形成過程を留学生のキャリア形成プロセスと位置
づける。そして、日本での留学生活の開始から就職活動を経て内定を獲得し、大学を卒業
して働き始めるまでの時期区分において、1）彼（女）らがどのような経験や葛藤を経て
いるのか、2）またその経験や葛藤がどのような意識の変容をもたらしているのか、の 2
点を調査する。その結果を踏まえて、留学生のキャリア支援に日本語教育がいかに貢献で
きるのかを考えたい。 
82
??????????? 27?
  ― 3 ―  
 
2．留学生のキャリアを捉える日本語教育の視点とは何か 
主体的な自己のあり方として留学生のキャリアを描いた研究としては、久野（2017）が
ある。久野（2017）は、トランジション（移行・転機・節目）の観点から、日本の大学へ
の編入、卒業後の就職、転職を経験した中国人留学生のライフストーリーを分析する中で、
ゼミでの学習に不適応を起こした留学生が「教会」というコミュニティに出会い、自分の
居場所を見つけることでアイデンティティの危機を乗り越えたという経験を取り上げる。
そして、人生のトランジションの支えとして「自己が抱えた問題を語り、自己を回復させ
ることができる居場所や他者の存在」（p. 70）が重要であることを述べる。その上で、留
学生に対するキャリア教育においても、「内定を得るための一時的な就職支援に留まるので
はなく、青年期の課題に向き合えるような授業実践が必要」（p. 70）であると主張する。 
大学・大学院への留学を経て、日本での就職を目指す留学生の多くは、Erikson（1950）
のいう「青年期」にあたり、将来的な社会との関わり方を模索する中で、自身がいかにあ
るべきかという葛藤を乗り越え、アイデンティティを形成していく時期であると考えられ
る。李（2017）は、多くの留学生が日本での就職、就職活動に臨む過程で様々な異文化を
経験し、自我と向き合うことで価値観を大きく変容させていると述べる。そして、その価
値観の変容を明らかにすることで、教育機関における長期的な就職を支えるキャリア支援
のあり方を議論することが可能になると考える（p. 305）。 
李の研究は、発達心理学の視点から留学生のキャリア形成を捉えたものである。渡辺
（2007）が指摘するように、キャリア概念自体は長らく心理学の課題であり、人間の認知
や発達の観点から研究されてきた。一方、前掲した久野（2017）は、著者の経歴等から日
本語教育への応用を視野に入れたものであると推測されるが、なぜ「キャリア」が日本語
教育の課題であるのかについて、本文中での言及はない。留学生の就職とキャリア形成に
関して、日本語教育では「ビジネス日本語」の研究が盛んであるが、その多くがワークキャ
リア形成の視点から言語を捉えたものである。では、留学生の「就職」を通じた主体的な
自己のあり方としてのキャリア形成を理解するためには、どのようなアプローチが必要と
なるのか。 
土元・サトウ（2019）は、「転機」3 という視点からキャリア研究を整理し、現代社会に
おけるキャリア支援の有効なアプローチとして「個人と社会の相互作用」のアプローチを
提唱する（p. 35）。土元らは、キャリアの課題は個人の能力や社会のいずれかに還元でき
るものではなく、双方の相互作用との間に存在するものと考える。そして、個人と社会の
相互作用の媒介として生じる「転機」という視点が、「個人が社会との関係において文化的
制約を受けながら成長していく側面を理解することを可能とする」（p. 40）という。 
これまでのキャリア研究や関連する先行研究の知見を踏まえれば、留学生の「キャリア」
を巡る経験や個人の変容をストーリーとして捉え、その背景にある社会的文脈も含めて記
述することで、自己のあり方が個人と社会との間で生み出される過程を理解することが可
能となると考えられる。更に、言語は他者との対話の中で相互に生み出され、対話を繰り
返す中で自己が形作られていくとする言語観 4 に基づけば、個人がどのような社会環境に
おいて、誰とどのような対話を必要としたのか、そのことが個人の主観的意識としてのア
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イデンティティ形成にいかに関わったかを考察することが、日本語教育的視点に基づいた
ライフキャリア研究の要点となるのではないだろうか。 
そこで本研究では、日本への「留学」から「就職」という人生の大きな転機にまつわる
個人と社会の対話 5 のあり方に着目した。そして、日本国内での就職を実現した（元）留
学生 1 名を対象としてインタビュー調査を実施し、結果の分析を行った 6。 
3．調査及び分析の概要 
3.1 調査協力者 
本研究の調査協力者は、日本国内の某私立大学（以下、X 大学）への学部留学を経て、
日本国内企業への就職を実現した（元）留学生のサリー（仮名）である。サリーに調査協
力を依頼したのは、留学開始時点で「日本国内での就職を全く考えていなかった」と語る
彼女が、在学中の経験から就職を決意するに至った経緯に重要な意味があると考えたから
である。多くの先行研究において、「就職」というキャリアの選択は留学の前提として扱わ
れがちであるが、日本への「留学」の意味が多様化する現在においては、その選択がいか
になされたかを考察することに意義があると考えられる。また、筆者はサリーが X 大学に
在学中に受講した複数の科目を担当していた関係で、彼女の大学入学から卒業までを振り
返る語りの中で何度か名前が上がっており、キャリア形成に少なからず影響を与えていた
と思われる。筆者とも一定の信頼関係が構築されており長期に及ぶ調査の継続が可能で
あったため、調査協力を依頼した。 
表 1 サリーの詳細とインタビュー日時 
氏名（仮名） 国籍 性別 就職先 インタビュー日時 
サリー 韓国 女性 サービス業（飲食）
1）2015.0703 2）2016.0812 
3）2017.0323 
3.2 調査手法と本研究におけるデータ 
調査手法には、半構造化インタビューを採用し、1）日本でのキャリア形成を決意した
経緯、2）キャリア形成に際しての困難、3）困難を乗り越えた（又は乗り越えられなかっ
た）経験、の 3 点について時間軸に沿って聞き取りを行った。インタビュー当日は、事前
質問への回答に加え、留学を開始した当初から現在に至るまでの経験や葛藤を振り返りな
がら、その都度話題に上がったことを自由に語ってもらった。なお、インタビューは本人
の許可を得た上ですべて IC レコーダーに録音し、文字化作業を行った。インタビューの
録音記録、及び録音記録の文字化資料を、本研究におけるデータとした。 
3.3 分析手法 
働くことと生きることを巡る主体的な自己のあり方を可視化するべく、本研究における
分析には「複線径路等至性アプローチ（Trajectory Equifinality Approach）」（安田・サト
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ウ、2012）（以下、TEA）を採用した。TEA は、研究者の興味・関心のある事象（＝等至
点）に焦点を当て、事象が生じた構造（structure）よりも、そこに至るまでの過程（process）
を理解しようとする研究法である（安田・滑田・福田・サトウ、2015）。その手法的特徴
は、調査協力者に対して複数回のインタビューを行うこと、インタビュー結果を「複線径
路等至性モデリング（Trajectory Equifinality Modeling）」（以下、TEM）として図式化し、
調査協力者と共有し修正することの 2 点が挙げられる。 
TEA の手法を採用した理由は、「就職」という転機を巡る個人の経験と変容、及びその
社会的背景を、時間的・空間的な幅を持つストーリーとして描き出すことに適しているか
らである。そして何より、分析過程において調査者と協力者との対話が必須であることか
ら、一方的な調査者の思い込みに陥ることなく、留学生のキャリア形成を当事者の声に基
づくストーリーとして紡ぎあげていくことが可能であると考え、TEA を選択した。 
3.4 分析手順と結果 
本研究では、サリーのキャリア形成に関する語りに基づき、①大学を卒業して働き始め
るまでの経験と葛藤、②それらの経験や葛藤を経て発生した認識や価値観の変容の 2 点に
ついて考察した。前者の課題の分析には TEM を、後者の分析には TEA の要素である「発
生の三層モデル（Three Layers Model of Genesis）」（以下、TLMG）を用いた。 
具体的な手順として、まず①の分析については、研究者の興味・関心である等至点（EFP）
を「大学を卒業して働き始める」と設定した。次に、1 回目のインタビューデータに基づ
き、そこに至るまでの個人の経験と認識を時系列に沿って並べ、そこから径路が発生・分
岐するポイントである「分岐点（BFP）」や、ある経験をする際に必ず行き当たる出来事
や行動選択となる「必須通過点（OPP）」を把握していった。そして、分岐点を支える「社
会的助勢（SG）」と、反対にそれを妨げようとする力である「社会的方向づけ（SD）」を
記入し、図式化した。2 回目のインタビューで、筆者の作成した TEM 図を見ながら、事
実関係の確認と認識のすり合わせを行った。後日、その結果を基に筆者が TEM 図の修正
を行い、3 回目のインタビューで再度 TEM 図の内容に関しての聞き取りを行った。 
次に、以上の手順を経て時系列に沿って示されたサリーのキャリア形成プロセスに対し、
その過程で生じた価値観の変容を理解するべく、TLMG を用いた分析を行った。TLMG
は、個人の内的変容を、個別活動レベル（第一層）、記号レベル（第二層）、信念・価値観
レベル（第三層）の 3 つの層で記述・理解するためのモデルである（サトウ 2009）。本研
究では、①の分析結果を個別活動レベルとして記述し、そこに記された経験や葛藤と相互
に影響し合うサリーの認識を「促進的記号」として第二層に記述した。そして、それらの
経験や気づきが積み重なった結果として、深層にある価値観がいかに変容・維持されてい
たかを第三層に記述した。 
以下に示す図 1 は、3 回目のインタビューの後に修正された TEM 図、及び TLMG によ
る分析を組み合わせたものである。 
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図 1 サリーのキャリア形成プロセスに関する TEM 及び TLMG 
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4．サリーのキャリア形成プロセス―TEM による可視化― 
本節では、サリーのキャリア形成プロセスとして、図 1 の第一層で示した「個人の経験
や認識」を時系列に沿ってみていく。TEM による分析を通じて、X 大学への入学から、
地元企業への内定を獲得し大学を卒業して働き始めるまでの 4 年間は、「自信が持てず常
に帰国を考えていた」という第一期と、語学講師のアルバイトを契機とする「交流の積み
重ねと成長の実感」が強く得られた第二期、そして、「論文と就活の両立への挑戦」へと向
かう第三期に区分された。以下、各時期における経験と認識についてその詳細を時系列に
沿って記述する。 
4.1 「何事にも自信が持てず常に帰国を考える」 
留学開始当初、サリーは何事にも自信が持てず、暗く、不安な日々を送っていた。その
理由として、彼女が卒業した高校から X 大学に進学した学生がサリー1 人であり、一方で
他の学生たちは出身高校や国籍で既にグループが出来上がっていたという【知りあいがい
ない環境】（SD）が挙げられる。加えて、【日本語学習歴の短さ】（SD）からか、講義に出
席しても教員の言っていることがなかなか聞き取れず、分からない所を聞くことも出来な
いという中で、次第にコミュニケーションの自信をなくしていったと語る。そんな彼女の
支えとなったのは、留学生の集まる日本語クラスであった。 
授業とかあったら、＜個人名＞7 とかと遊びにどこか行ったり、先生（＊筆者）と
ご飯食べに行ったりしながら、できない日本語でやってみるということができるから。
先生は絶対「できないじゃん」って叱らないから、褒めてくれるから、ちょっと自信
がつくようになる。もし＜授業名＞がなかったら、絶対帰ったと思います。前期もや
らずに帰ったと思います。 （インタビュー：170323） 
知りあいがおらず、講義についていくことも難しいという悲観的な状況の中で、面倒見
のいい【先輩の励まし】（SG）や、留学生対象の日本語クラスにおける【クラスメイトの
声掛け】（SG）に支えられ、【日本語クラスで親しい友人ができる】（BFP①）ことが、彼
女にとって留学生活を継続できた一番の要因であったという。そして、クラス内の同級生
や【できなくても叱らない先生】（SG）との交流を通じて、たとえつたない日本語であっ
てもそれが咎められることがないという関係性の中で様々なやりとりを重ね、少しずつコ
ミュニケーションへの自信を取り戻していくことができたとサリーは語る。更に、入学し
て最初の夏休みの一時帰国では、留学先での辛い現状を話すサリーに対して、実は皆大学
で苦労し、先が見えない現状に【母国の友人も悩んでいる】（SG）ことを知る。それを聞
いたサリーは、せっかく留学という機会を得たのに悩んでいてもどうしようもないと奮い
立ち、度重なる【X 大学を辞めて帰国する】（P-BFP）という選択を乗り越えて、【留学生
活に前向きになる】（BFP②）までに至る。 
こうして、決意新たに日本に戻った彼女の行動には、大きな変化が表れる。それまで、
講義ではいつも暗い顔をして後ろの方に座っていた彼女が、積極的に教室前方に座り、分
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からないところを教員や周囲の学生に尋ねて回るようになったという。やがて、地道な努
力が周囲に認められ、少しずつ日本語の困難がなくなっていったのと並行して、彼女の顔
には笑顔が見られるようになっていった。だが一方で、【分かるまで質問する】（SD）とい
う彼女の姿勢が「めんどくさい」「疲れる」という友人からの評価を受け、今度は次第に周
囲の人間関係に問題を抱えることとなる。慣れない海外生活の疲れも相まって、体調不良
や不眠に悩まされるようになった彼女は、再度【X 大学を辞めて帰国する】ことを検討し
始める。しかし、その彼女を救ったのは、先輩からの紹介で【語学講師のアルバイトを始
める】（BFP③）という経験であった。 
4.2 「交流の積み重ねと成長の実感」 
サリーは、「この状態だと私成長できないし、このままではだめだと思って、これはやり
たくないと思って何でもやろうと」決意し、先輩から紹介された語学講師のアルバイトを
始める。このアルバイトは、X 大学の付属施設にて実施された地域貢献の一環でもあり、
X 大学に在籍する留学生が講師として受講生（周辺地域に在住する市民）に母語を教える
というものであった。授業見学の機会や先輩講師からの簡単なレクチャーはあったものの、
やはり慣れない日本語を使って「母国語を外国語として教える」というのは想像以上に難
しく、また、【方言が難しい】（SD）といった想定外の困難も相まって、開始当初は頻繁に
先輩や日本語教員のもとを訪れ、授業の手ほどきを受けていたという。また、授業前日に
は友人を受講生に見立て、空き教室で模擬授業を行うなどの努力を続けていた。【親しい友
人・先生の支え】（SG）を受けながら、試行錯誤を続ける彼女に対して、受講生は皆優し
く、彼女のつたない日本語や授業進行にも寛容であったという。やがて、授業進行にも慣
れるにつれ、仲の良い受講生と食事に行ったり、個人授業を行ったりといった、【受講生（日
本人）との交流】（BFP④）が始まる。そしてこの出会いが、今後のサリーの将来展望を
大きく左右することになる。 
サリーが【受講生（日本人）との交流】（BFP④）を頻繁に行った背景には、この語学
講座が長年地域住民を対象としており、リピーターも多いがゆえに、コミュニティ内部に
【留学生に寛容な風土】（SG）が既に形成されていたこと、それが先輩からの伝統としてコ
ミュニティの内外に共有されていたこと等が挙げられる。加えて、授業に慣れるべく【親
しい友人・先生の支え】（SG）の中で少しずつコミュニケーションの経験を重ね、他者と
の交流に自信を持つようになったサリー自身の意識の変化もあるだろう。こうして、大学
の生活と共に講師アルバイトや授業外交流を続ける中で、サリーは次第に自身の日本語の
伸びを実感するようになる。その実感は、特に自身が講師を務める授業内で【話が聞き取
れるようになる】（SG）【説明に困らない】（SG）等の具体的な出来事と共に語られるもの
であった。また、この時期に挑戦した日本語能力試験に合格できたことも、彼女の「日本
語」が進歩していることの実感につながっていた。そして、言語を含めた自らの成長をサ
リー自身が実感するにつれ、自分がここまで前向きに留学生活に向き合えるようになった
のは、先輩や先生や同級生、そして何より公私にわたって支えてくれた受講生の存在があっ
たからだということを実感するようになったという。 
時が過ぎ、留学生活も折り返しを迎えるころ、周囲の学生たちが将来のことを話題にし
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始めるにつれて、サリーもまた卒業後の進路について考えるようになる。この時点で、サ
リーの頭の中にあったのは、自分の専攻に関連するゼミに所属し、論文を書くことであっ
た。それは、留学開始当初、日本語やコミュニケーションの問題から「退学・帰国」ばか
りを考えていた彼女にとっての大きなチャレンジであったという。日本国内での就職とい
う選択肢も頭の中にあったとは言うが、それが出来るのは【ロールモデルとなる先輩】（SD）
が非常に優秀だったからであり、自分には難しいのではないかという思いが強く、なかな
か決断は出来なかった。しかし、講座の受講生の励ましを受ける中で、自分も先輩のよう
に努力することができるのではないかという気持ちが芽生え始める。そして、せっかくこ
こまで頑張ったのだから、論文に加え「就職」という大きなチャレンジを通じて【もっと
自分を知りたい】（SG）という気持ちが強くなっていく。その気持ちが、このような気遣
いをしてくれた人々の住む【土地への愛着】（SG）へとつながり、やがて、この土地への
「就職」を通じて、お世話になった人々へ【感謝と恩返し】をしたいという思いから【日本
国内での就職を決意する】（BFP⑤）という大きな決断へとつながっていったのであった。 
4.3 「論文と就活の両立」への挑戦 
こうして日本国内での就職を決めたサリーであったが、他多くの学生と同じく大学の
キャリア科目としての就職講座を受講する一方、大学から個別の進路支援は受けていな
かった。それは、彼女にとっての目標が「論文と就活の両立」であり、更に、志望業種が
専門分野に関連した業種であったため、面接や履歴書指導などのいわゆる一般的な就職対
策は必要ではないと判断したことが背景にある。また、その後満を持して挑戦したゼミが
予想以上に厳しく、特に【アカデミックな日本語】（SD）に苦しみ毎週の課題についてい
くのがやっとであり、個別の指導を受けに行く余裕がなかったことも背景にあった。しば
らくは、赤字だらけのレポート用紙を持って、ゼミ教員や日本人学生、日本語の教員にレ
ポート添削を依頼していたが、就職活動が次第に本格化するにつれ、論文作成の遅れと共
に、【就活と論文の両立】（SD）に悩み、多忙が続く中でサリーは大きく体調を崩してしま
う。 
家族や友人たちの励ましに加え、【受講生の支え】（SG）もあり何とか立ち直った彼女だっ
たが、【就活と論文の両立】（SD）は難しく、いずれかをあきらめなければならないのでは
ないかということが頭をよぎり始める。そして、ここに来て自分には何が向いているのか、
本当にやりたいことは何なのかという大きな悩みを抱えるようになる。そこで彼女は、こ
こまで敢えて敬遠していた【大学の就職支援】（SG）にお世話になることを決意する。結
果として、就職支援を担当する職員の懇切丁寧な指導のもと、自己分析を繰り返す中で、
将来的に自分は誰かを支える人になりたい、それを仕事にしたいという思いに気づき、自
分にはサービス業が向いているのではないかと考えるようになる。そして、【自己分析の気
づき】（SG）に基づいて、サリーは【志望業種を変更し就活を続ける】（BFP⑥）という選
択をする。志望業種をサービス業に一本化し、かつ地元企業に絞って就活を行った彼女は、
苦しみながらも見事【地元企業への内定を獲得する】（BFP⑦）。そして、完全に納得のい
く形ではなかったものの、無事に論文を提出し、【X 大学を卒業して働き始める】（EFP）
に至ったのであった。 
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4.4 サリーの選択の背景にある社会的助勢と方向づけ 
ここまでの分析を通じて、日本語やコミュニケーションに対して「自信が持てず常に帰
国を考えていた」サリーが、日本語クラスでの友人関係や語学講師のアルバイトを契機と
する「交流の積み重ねと成長の実感」を経て、将来の自分は何をしたいのか、どうありた
いのかを悩んだ結果「論文と就活の両立への挑戦」を志し、地元企業への内定を獲得し、
大学を卒業して働き始めるというストーリーが TEM 図によって示された。では、このよ
うなストーリーを構成するサリーの経験や認識の背景には、どのような社会的助勢/方向付
けがあったのか。以下に示す表 2、表 3 は、図 1 で示した TEM 図から抜粋したサリーの
キャリア形成プロセスにおける分岐点とその背景についてまとめたものである。 
サリーが X 大学への留学を開始した時点から、内定を獲得して卒業後に日本企業で働き
始めるまでの 7 つの分岐点に関して生じた社会的助勢は、「人間関係の支え」「制度・環境」
「できることが増える」「経験からの気づき」の 4 つにまとめられた。特に、留学開始当初
の不安定な時期と、論文と就活の両立に苦しんだ時期を乗り越えられたのは、「人間関係の
支え」によるものが大きかったと考えられる。そして、そのような関係性を構築すること
の契機として、大学や地域社会における「制度・環境」の要素が関わっており、また、「人
間関係の支え」の中で、サリーの「できることが増える」という実感が生まれ、様々な「経
験からの気づき」につながっていると言うことが明らかになった。 
一方、それらの実現を妨げようとする社会的方向づけは、「制度・環境」「日本語の困難」
「自己と他者の認識」の 3 つにまとめられた。サリーが留学開始当初に帰国や退学を考え
るまでに苦しんだのは、孤独に陥りがちな留学の「制度・環境」が大きく、そこに「日本
語の困難」が加わることで、留学生活を豊かにするためのコミュニケーションへの自信を
喪失するという事態が生じていた。「自己と他者の認識」においては、コミュニケーション
への自信の喪失から、サリーは何もできない自分という自己イメージに苦しむこととなり、
その脱却を目指す中でのせめぎ合いとして分岐点が生じていたと見ることができる。特に、
優秀な「ロールモデルとなる先輩の存在」や「努力する私」のイメージは、これまでサリー
の大きな支えとなる一方で、「就職」という新たな社会参加の選択に際して、「私にはでき
ない」という否定的な選択肢を浮かび上がらせるものであった。しかし、上述した「人間
関係の支え」の中で生じた「経験からの気づき」が、「自己と他者の認識」とせめぎ合う中
で、何もできない自分という自己イメージを克服し、新たな挑戦としての「就職」という
選択につながったと考えられる。 
表 2 サリーのキャリア形成プロセスにおける等至点と分岐点 
等至点（EFP） X 大学を卒業して働き始める 
両極化した等至点（P-EFP）帰国して新しい道を探し始める 
分岐点（BFP） ①日本語クラスで親しい友人ができる 
②留学生活に前向きになる 
③語学講師のアルバイトを始める 
④受講生（日本人）との交流 
⑤日本国内での就職を決意する 
⑥志望業種を変更して就活を続ける 
⑦地元企業への内定を獲得する 
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表 3 サリーのキャリア形成プロセスにおける社会的助勢と方向づけ 
社会的 
助勢（SG） 
 ＊抜粋 
人間関係の 
支え 
 
先輩の励まし（①・②）     クラスメイトの声掛け（①・②） 
できなくても叱らない先生（①・②）  
家族の応援（①・⑦）      受講生の支え（⑤・⑥・⑦） 
制度・環境 
 
先輩からの引継ぎ（③）     留学生に寛容な風土（④） 
大学の進路指導（⑥）  
できることが
増える 
教案づくり・模擬授業（④）  話が聞き取れるようになる（⑤）  
説明に困らない（⑤）     卒業するまで講座を続ける（⑥・⑦） 
経験からの 
気づき 
母国の友人も悩んでいる（①・②） 先生になりたい（③） 
明るくなったと言われる（④）   土地への愛着（⑤） 
感謝と恩返し（⑤）        もっと自分を知りたい（⑤・⑥） 
色々なことをやってみたい（⑥・⑦） 
社会的 
方向づけ 
（SD） 
 ＊抜粋 
制度・環境 
 
知りあいがいない環境（①・②）  食事が合わない（②） 
大学の進路支援（⑥）       就活と論文の両立（⑥・⑦） 
生活リズムの乱れ（⑥・⑦） 
日本語の 
困難 
日本語学習歴の短さ（①・②）   方言が難しい（④） 
アカデミックな日本語（⑥） 
自己と他者の
認識 
ロールモデルとなる先輩（⑤）  「努力する私」のイメージ（⑤） 
一つの事しか見れない（⑥） 
5．TLMG（発生の三層モデル）による分析 
それでは、前章で述べた「留学」から卒業後の「就職」へと至るまでの経験や葛藤は、
サリーの意識や価値観にどのような影響を与えたのか。本章では、「自己認識」「日本語」
「対人関係」の 3 点に注目し、第一期～第三期の時期区分においてそれらがどのような意
味を持っていたのか、また、その変容がサリーのどのような行動・認識を支えていたかを
見ていきたい。 
5.1 ＜自己認識＞「何もできない自分」から「誰かの支えになりたい」へ 
サリーは、留学開始当初を振り返る中で「自分には何もない」「何もできない」というこ
とばを度々繰り返し、当時の自分は「自尊感情が低かった」と語る。豊田・松本（2004）
によれば、「自尊感情」とはアメリカの心理学者であるウィリアム・ジェームズによって定
義づけられた「自己概念に対する自己評価の感情」であり、その高低が学習行動や対人関
係にも影響するという。サリーの場合で考えるならば、講義の日本語がなかなか聞き取れ
ないというショッキングな出来事が、日本の大学で学ぶ「留学生」としての自己評価を著
しく下げる原因となっており、コミュニケーションに対する自信の喪失につながっていた
と考えられる。そのため、「退学・帰国」という選択肢が常に頭から離れない状況にあった
が、日本語クラスの同級生や先生との日本語を含むコミュニケーションの積み重ね、先輩
や家族の励まし、母国の友人への相談などを経て、少しずつ自信を取り戻していくことと
なる。そして、つたない日本語ながらも周囲の人々と交流を重ね、やがてその中で安定し
た人間関係が構築されるにつれ、自身の自尊感情が高まっていったという。自尊感情の高
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まりは、サリーにとって重要な転機となった【留学生活に前向きになる】（BFP②）【語学
講師のアルバイトを始める】（BFP③）という選択を支え、更に、先輩や先生への積極的
な質問や、自主的な模擬授業の実施を通じて講師としての自分を磨こうとする行動・態度
へとつながっていたことが、TEM 図において示された。 
自尊感情の高まりを受けて、講義や語学講座での絶え間ない努力を続けていたサリーは、
友人や講座の受講生などから「サリーはいつも頑張っているね」等と声をかけられる機会
が増えたという。そして、【受講生（日本人）との交流】（BFP④）において、いつしか「努
力する私」というイメージが周囲の人々にあり、またサリー自身もそのようなイメージを
守ろうとしていたのではないかと振り返る。もちろん、それは決してネガティブなイメー
ジではなく、これまでの留学生活における困難を乗り越えられたのも、周囲の人々の支え
に加え、自身の努力があったからだということは認識していた。特に、受講生との交流が
始まって以降、日本語の聞き取りや講座での説明の困難が減ってくる中で、サリーは「何
もできない」と考えていた自分にも「意外とできることがある」のだということを感じる
ようになる。しかし、これらの実感を自らの成長として捉える一方で、卒業後の進路を考
える時期に差し掛かった時、「就職」という選択を巡って、これまでに見てきた【ロールモ
デルとなる先輩】（SD）のイメージと、現在の自己認識とのせめぎ合いが発生する。最終
的に「就職」を選択したサリーであったが、その背景には 4.2 で述べた周囲の人々への【感
謝と恩返し】（SG）の気持ちや、【土地への愛着】（SG）、そして、【もっと自分を知りたい】
（SG）という強い気持ちの芽生えがあった。これらの葛藤の末に、【日本国内での就職を決
意する】（BFP⑤）という選択があったと見ることができる。 
私にとってのゴールは、下の子が私が卒業した後でも、サリーという先輩がいたん
だけど、めっちゃがんばって、できなかった日本語で就職までできたよっていうこと
が出るように、私ががんばったよのことが、みなさんの力になるように。 
（インタビュー：170323） 
日本国内での就職を決意したものの、論文と就活の板挟みに苦しんでいたサリーは、「自
分が本当にしたいことは何か」と悩んだ末に【志望業種を変更して就活を続ける】（BFP
⑥）ことを選択する。こうして就職活動の継続を決意した背景には、ここまで自分を支え
てくれた周囲への感謝と、自分は人と関わることが好きなのだという【自己分析の気づき】
（SG）があった。そして、人間関係の支えの中で苦しみながらも【地元企業への内定を獲
得する】（BFP⑦）に至った経験が、自分にもできることがあるという大きな自信の獲得
につながっていた。内定の獲得によって得られた自信は、たとえ困難があっても自分を卑
下する必要はないということ、更に、自分も留学生活の様々な困難に苦しむ他者を支える
人になりたいという意識の変容をもたらしていた。 
5.2 ＜日本語＞「間違えてはいけない」から「関係性の中で安心して使えるもの」へ 
前述の通り、サリーの留学当初の自己評価に大きく影響を及ぼしていたのは、日本語の
不自由さであった。ただし、それは彼女の日本語能力が特別に劣っていたからではなく、
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彼女にとって日本語は「間違えたら通じない」ものであり、「通じなければコミュニケーショ
ンができない」ものであるという言語観が根底にあったからである。ゆえに、講義で分か
らないことばがあっても周囲に尋ねることが出来ず、また質問できないがために分からな
いままに進んでいくという悪循環が生まれていた。しかし、多様な国籍の留学生が在籍す
る日本語クラスにて、片言の交流を続ける中で、多少の間違いがあってもコミュニケーショ
ンは成立すること、そして、ことばの間違いは決して非難されるべきものではないことに
気づいていく。これらの気づきが、【留学生活に前向きになる】（BFP②）という思考と行
動を支え、大学の講義や語学講座などのサリーにとって重要な交流の場所を切り拓いてい
く契機となっていた。 
日本語クラスでの交流を通じて、少しずつコミュニケーションの自信を取り戻していっ
たサリーであるが、その自信が確信に変わったのが、【語学講座のアルバイトを始める】
（BFP③）ことであり、そして、【受講生（日本人）との交流】（BFP④）であった。講座
開始当初は、授業がうまく出来ず悩みを抱えることも多かったが、周囲の人々の協力とサ
リー自身の絶え間ない努力によって、講師としての仕事に慣れていく過程が TEM 図にお
いて明らかになった。自身が講師として教壇に立った時も、彼女よりはるかに年上の受講
生たちが、決して日本語の間違いを咎めることなく、その場で調べたり、誰かに聞いたり
することで解決するという柔軟なコミュニケーションの経験の中で、「間違えたら伝わらな
い」と考えていた日本語が、人やモノなどの様々なリソースを使うことで解決できるとい
う寛容性を含むものへと変わっていく。こうした言語観の変容が、彼女にとっての日本語
能力の伸びの実感へとつながり、ひいては、【日本での就職を決意する】（BFP⑤）という
大きな決断の支えとなっていた。 
しかし一方で、専門分野のゼミに参加したサリーには、アカデミックな日本語への悩み
が尽きなかった。間違えてもその場で聞きあい直していけばよいという言語観は、度重な
る添削によって次第に揺らぎを見せ始める。関係性の中で培われた日本語によるコミュニ
ケーションへの自信の喪失は、論文作成の遅れや、多忙による体調不良を招く原因にもなっ
ていた。そのことが、彼女の当初の目的であった「論文と就活の両立」を困難にし、専攻
に関する業種への選択をあきらめて【志望業種を変更して就活を続ける】（BFP⑥）とい
う選択につながっていったと見ることもできる。ややもすれば、【日本での就職をあきらめ
る】ことになりかねない状況であったが、そんな彼女を救ったのは、やはりこれまで彼女
を支えてくれた受講生たちであった。受講生たちとのコミュニケーションの中で、彼女は
敬語やアカデミックな日本語への理解不足を受け入れ、今後の自身の課題として前向きに
捉えることが可能になったと語る。そして、無事に【地元企業への内定を獲得する】（BFP
⑦）ことで、改めて自身の築いた人間関係に感謝し、その中で安心して日本語を使えるこ
との重要性を実感するのであった。 
5.3 ＜対人関係＞「知らない人とは話せない」から「関わることで成長する」へ 
サリーのキャリア形成プロセスにおいては、自己認識、及び言語観の変容と並行して、
他者との関係性構築に関わる対人関係の捉え方にも大きな変容が見られた。留学開始当初
は、自分のことを知らない人とは話せず、同じ立場であるはずの留学生ともコミュニケー
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ションをためらっていたという。 
このときも、なんか、友だちと仲良くなるの怖かったんですね。もう帰るつもりだ
からの感じで、だから、ちょっと距離をおいたんですけど、でも、＜個人名＞がめっ
ちゃ明るい子だったから（中略）良い友だちできたから、段々慣れるようになったん
ですね。 （インタビュー：170323） 
留学開始当初、暗く、不安な日々を送っていたサリーは、語学講座のアルバイトを開始
するまでは常に帰国が頭の中にあったという。そのような背景から、留学生とも「仲良く
なるのが怖かった」と語り、あえて深い関係になる事を拒んでいた。しかし、そんな彼女
にも明るく積極的に話してくれたクラスメイトの存在が、次第に彼女の心を開き、【日本語
クラスで親しい友人が出来る】（BFP①）という経験へとつながっていく。親しい友人が
出来たことで、サリーの意識の中に少しずつ対人関係やコミュニケーションへの恐怖心が
消えていったという。しかし、講義の中で【分かるまで質問する】（SD）ことを続けた結
果、同級生との人間関係に問題を抱えることになったことから、コミュニケーションを行
う際にどこまで踏み込むことができるのかという対人関係の距離感は大きな課題であった。 
TEM 図において示された通り、【語学講座のアルバイトを始める】（BFP③）という選
択は、コミュニケーションの課題を抱える彼女にとって、【大学を辞めて帰国する】という
選択の対極にある大きな決断であった。講座講師としての仕事を開始した当初は、地域住
民を中心とする受講生とのコミュニケーションが難しく、また講師として授業を運営する
という役割をいかに果たしていくべきかに悩み、試行錯誤を繰り返していた。そうした経
験の先に、【受講生（日本人）との交流】（BFP④）があったことは 4.2 で述べたとおりで
あるが、その経験からサリーは自らの「先入観がなくなりました」と語っている。ここで
いう先入観とは、日本での留学生活において、国籍が異なる人々とは共通言語としての「日
本語」を話さなければならないということ、そして、共通言語を持たなければ他者へと働
きかけることは難しいという思い込みであった。「日本で韓国語を教える」という言語交流
の機会によって、たとえ国籍が異なっても、正確な共通言語を持たなくとも、コミュニケー
ションによって他者との関係性が築かれていくという事を、サリーは経験から感じ取って
いく。そして、このような関係性を築くことができた周囲への感謝の気持ちとと共に、「知
らない人とは話せない」とまで考えていた対人関係に関する認識が、【受講生（日本人）と
の交流】（BFP④）を通じて少しずつ変容し、また交流の中でより強い信念として形作ら
れていったのであった。 
こうした対人関係に関する意識の変容は、【卒業するまで講座は続ける】（SG）という強
い意志表明として語られている。そして、【就活と論文の両立】（SD）という困難な状況と
対峙しながらも、【地元企業への内定を獲得する】（BFP⑦）ことができたのは、【受講生
の支え】（SG）があったからこそであるとサリーは振り返る。これらの経験が、人はコミュ
ニケーションによる関係性の構築を通じて成長していくのであり、だからこそ知らない人
とも話しかけていこうとする気づきをもたらし、最終的な対人関係を捉える意識の変容に
つながっていたと考えられる。 
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5.4 ＜価値観＞自分の芯を持ち、挑戦を続ける主体的な自己のあり方へ 
ここまで、サリーの留学生活における経験や葛藤がもたらした影響として、「自己認識」
「日本語」「対人関係」の変容を見てきた。「何もできない自分」から「誰かの支えになりた
い」と考える自分へ、日本語も「間違っていけないもの」から「関係性の中で安心して使
えるもの」へ、そして、他人に「知らない人とは話せない」と考えていた当初から、「関わ
ることで成長する」と思うまでに、経験や葛藤との相互の影響の中でサリーの意識は変化
していた。それでは、以上の変容を通じて、彼女の根底にある価値観はどう変容し、また
は維持されていたのだろうか。 
留学当初を振り返る中で、サリーは自身の姿勢として「他人の言葉に自分を合わせてい
た」と語る。特に、留学開始前の時期において、両親や高校の先生の言葉は非常に影響が
大きく、様々な選択の場面において「これがいいですよと言ったら、はい分かりました、
の感じ、すごい良い子だったので」と語り、自らの決断というよりは、他人の言葉に従う
傾向にあったことを振り返る。そんな彼女であったが、4 年間の経験を通じた学びとして、
自分の芯を持つことの重要性を感じることとなった。それは、留学生活を前向きに捉える
こと、語学講座のアルバイトを始めること、そして、日本での就職を決意すること等の、
様々な主体的選択と深く関わり合うものであった。「就職」という大きな決断もその一つで
あり、自分はここで何をしたいのか、どうありたいのかを考え、悩み抜いた経験が、彼女
の主体的な自己のあり方を形作っていったと考えられる。 
また、日本語やコミュニケーションに対する自信のなさから、「無理なことはしない」と
決めていた彼女であったが、周囲の支えの中で少しずつできることが増えていく中で、た
とえ拙い日本語でも積極的にコミュニケーションをとっていこうとする意識が芽生え始め
ていった。そして、コミュニケーションによって築かれた人間関係の中で人は成長してい
くのだというように日本語や対人関係の捉え方が変わっていく中で、上述した主体的な選
択が行われ、「新しいことに挑戦してみよう」という信念につながっていったのである。 
6．結論と今後の課題 
本研究では、大学卒業後に日本国内での就職を実現した（元）留学生であるサリーのイ
ンタビュー調査から、1）就職に至るまでの経験や葛藤、2）経験や葛藤を経て発生した認
識や価値観の変容について考察した。1）の分析からは、「留学」という孤独な環境と、日
本語の不自由さに苦しみながらも、周囲の人々とのコミュニケーションを通じて関係性を
築いていき、またその関係性に支えられながら困難を乗り越え、日本語を始めとする自ら
の成長を実感していく過程が明らかになった。そして、2）の分析からは、サリーの成長
の実感として「自己認識」「日本語」「対人関係」の捉え方に関する大きな変容があり、そ
の変容が成長の過程にある様々な経験と相互に深く関わり合っていることが確認された。
また、上述した経験と意識の変容を通じて、サリーは「できないことは無理をせず、他人
の言葉に自分を合わせよう」とする受身的なアイデンティティを脱構築し、「自分の芯を
もって新しいことに挑戦しよう」とする主体的な自己のあり方を見出していったことが明
らかになった。 
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サリーのキャリア形成プロセスは、一見すると苦境から就職を遂げた成功のストーリー
として捉えられがちである。しかし、その過程にある様々な選択の裏側には、留学生活へ
の意義を見いだせず、又は就活や論文作成の困難を理由に、退学・帰国するという消極的
な選択の可能性が常に存在していたことは見逃せない。同時に、本研究における TEM を
用いたキャリア分析の趣旨は、キャリアの成功例を示すことでもなく、また危機的状況を
可視化することでそれへの対策を講じようとするものでもないことに注意しなければなら
ない。ある時期区分において、働くこと・生きることに関する個人の選択がいかになされ
ていたのか、その選択によって自己のあり方を巡る認識がいかに変容・維持されたかとい
うストーリーを可視化し、共有することの意義は、個人が立脚する社会との関係を捉え直
し、将来展望を描くための動力となる点にあると考える。 
6.1 サリーのキャリア形成プロセスから見る日本語教育への示唆 
そのような理解を踏まえて、サリーのキャリア形成プロセスからキャリア支援を巡る日
本語教育の実践に得られる示唆は 2 点ある。 
1 点目は、ライフキャリアの視点に基づく主体的な自己の形成を教育の目的に据えるこ
との意味である。サリーにとって日本国内での就職は、5 章で述べたように自己認識の変
容とそれに伴う主体的な自己のあり方を形成していく過程において選択されていた。留学
生のキャリア支援に関する多くの調査研究において、就職や進学はキャリアの前提として
位置づけられる傾向にある。しかし、留学生のバックグラウンドや留学の目的が多様化す
る中で、寅丸他（2018）が指摘したように、就職や進学を留学の到達点に位置づけていな
いケースや、そもそものキャリア意識が曖昧なまま留学を選択するケースが増加している。
そのような留学生に対して、ワークキャリア形成を主眼とした教育実践を行うことは、社
会参加の前提として標準化された言語や文化の一方的な提示となる可能性があり、また、
言語や文化の多寡によって今後につながる社会参加の可能性を狭めてしまうことにもつな
がりかねない。もちろん、面接や資格試験などの特定の場面を取り上げて、言語的側面か
らその対策をすることには異存がない。しかし、ある特定の場面における言語的支援は、
本来個人の必要に応じて提供されるべきものであり、キャリア支援の主目的として位置づ
けられるものではない。働くことや生きることに関する自己のあり方を、社会との関係に
おいて捉え直す作業を教育実践の文脈にいかに位置づけていくかが、今後の日本語教育に
おけるキャリア支援の課題となるだろう。 
そして 2 点目は、キャリア支援の実践を留学生の周囲にある複数の社会へと開いていく
ことの意味である。サビカス（2015）が述べるように、アイデンティティが形作られるの
は、個人が「これが最適な場所だとはっきりわかるような 1 つの社会集団に参加するとき」
（p. 29）であり、「他者とのつながりにおいて様々な生活の場と一体感を持つことで、人生
の目的や価値を追求することが可能となる」（同上）のである。4 章で提示したサリーのキャ
リア形成プロセスでは、留学生の参加する日本語クラスや、地域住民を対象とした語学講
座というコミュニティへの参加を巡って、コミュニケーションの試行錯誤を繰り返して
いった経験が、彼女にとっての重要な経験として語られていた。そして、その経験を通じ
て培われた関係性の中で、サリーは日本語を含む自身の成長を実感し、日本での就職を決
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意し就職活動に励むという次につながる選択が行われていたことが明らかにされた。日本
語教育におけるキャリア支援が、他者との関係性を構築し個々の居場所の獲得につながる
ためには、そのようなコミュニケーションの経験の場を教育実践の中に実現していく必要
がある。加えて、その際には、実践の射程を留学生の生活や、生活を支える周囲の環境へ
と拡大していくことが求められるだろう。社会との関わりの中で自分は何をしたいのか、
将来どうありたいのかを考える場として日本語教育の実践を機能させていくことは、主体
的な自己のあり方を支えるキャリア支援において重要な意味を持つと考えられる。 
6.2 今後の展望と課題 
本研究では、留学生のキャリア支援のあり方を巡って、日本国内での就職を実現した（元）
留学生 1 名の語りを取り上げた。安田他（2015）では、TEA を用いた研究の目安として、
1／4／9 の法則が提案されている（p. 28）。TEM 図の作成にあたっては、複数回のトラン
ス・ビューを実施することを前提として、1 名の分析によって径路の深みを、4 名の分析
からは径路の多様性を見ることができ、そして、9 名の分析によって径路の類型化が可能
になるという。本研究においては、サリーという個人のキャリアの深みを探るべく、1 名
を対象とした調査を実施した。しかし、冒頭に述べたとおり、日本語教育の文脈から留学
生のキャリアを主体的な自己のあり方の変容として描いた研究は非常に数少ない。就職や
進学などの人生の転機を巡る経験の語りは、本研究の成果に留まらず、更に積み重ねられ
ていく必要がある。その際には、1 名を対象とした分析のみならず、複数名を対象とした
分析によって、径路の多様性を明らかにしていく必要性もあるだろう。そのような調査・
研究が積み重なることで、ワークキャリアを中心とした日本社会におけるキャリア教育の
現状に、新たなキャリア観を提供することが可能となる。 
日本社会における人手不足解消を目的に、2018 年 12 月には通称「改正入管法」8 が成
立しており、留学生に限らず、いわゆる「外国人」と共に働き、生活する社会の実現は喫
緊の課題となっている。そのとき、従来のように日本語・日本文化の獲得を通じて日本社
会への適応を促そうとするキャリアモデルは、早晩限界を迎えることが推測される。多文
化共生社会の構築へ向けて日本語教育から発信するメッセージとして、働くこと・生きる
ことに関する主体的な自己のあり方をどう支えていくかというライフキャリアの研究は、
大きな意義を持っている。だからこそ、日本語教育がキャリア支援の重要な課題であるこ
とを社会の内外へ発信・共有し、長期的なキャリア支援体制の構築へと働きかけるには今
後どのような研究・実践が必要であるのか、更に議論を深めていく必要がある。本研究の
成果として、議論の発端としての一事例を示すことができたが、留学生のキャリアの多様
性には言及することができなかった。今後の課題としたい。 
注 
 1 法務省入国管理局（2018）「平成 29 年における留学生の日本国内企業等への就職状況について」
http://www.moj.go.jp/content/001271107.pdf （2019 年 6 月 10 日） 
 2 山本（2018）では総務省の調査結果となっているが、正しくは経済産業省の委託事業による調査
結果である。  
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 3 土元・サトウ（2019）は、転機を「社会と個人との相互作用において生じる‘媒介’（物語や記
号）」（p. 35）と位置づけている。 
 4 対話について、暉峻（2017）はバフチンの「対話」概念を踏まえて、言葉を語っている人たちは、
語りの社会的意味や社会的アイデンティティを対話の中で作り出していると捉える（暉峻 2017、
p. 122） 
 5 「単なる意味伝達以上の機能を持つもの」（佐藤 1996、p. 108）であり人間同士が「他者」とし
て向き合い、互いの視点をぶつけ合い、共感したり視点の違いを認識したりしながら、意味付け
をしたり、新たな意味を創り出していく過程を含んだもの（矢部 2004、p. 14） 
 6 本研究における全ての調査においては、調査者から調査協力者に調査趣旨を説明し、調査協力同
意書を作成した上で実施した。 
 7 インタビューの文字化資料からの抜粋である。基本は原文のままであるが、個人が特定される部
分に関しては、＜個人名＞等のように記載した。また、日本語の誤りに関しても筆者の判断で訂
正はせず原文のまま記載した。  
 8 『出入国管理及び難民認定法及び法務省設置法の一部を改正する法律』（2018）（出入国管理及び
難民認定法の一部改正） http://www.moj.go.jp/content/001277379.pdf ＜2019 年 6 月 10 日＞ 
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